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学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本論文は，電力系統に接続するモジュラー・カスケード H ブリッジ多段インバータ(CHMLI)
の制御手法の研究であり，第一に系統接続時のフィルタ設計についての設計指針を提案してい
る。さらに 電流制御方式として CHMLI に適したマルチバンド・ヒステリシス電流制御器を提
案し，特に非線形負荷に対して相応性が優れていることをシミュレーション及び供試機を用いた
ディジタル制御系にて確認している。このため，実用的で今後の産業界への貢献も期待できる。 
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 また，公聴会においても，多数の出席者があり，変圧器を用いた従来の制御系と提案方式の違
いやコスト比較，マルチバンドHCCの特徴，提案するLCLフィルタの設計指針の特徴，ディジ
タル制御の利点，CHMLI の信頼性と動作不良時の故障個所の発見の容易さ，保護回路，実験で
の過渡特性，想定している電力系統の仕様とその理由，電圧変動時の制御性能等，種々の質問が
なされたが，いずれも著者の説明によって質問者の理解が得られた。 
 以上により、論文審査及び最終試験の結果に基づき、審査委員会において慎重に審査した結果、
本論文が博士（工学）の学位に十分値するものであると判断した。 
